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に

国指定重要無形民俗文化財「徳山の盆踊」（ヒーヤイ）

こ の ま ち が も っ と も ～ っ と 好 き に な る

川根本町
広 報 か わ ね ほ ん ち ょ う



　町教育委員会では、次代を担う国際性豊かな青少年を育成することを目的に、北米カナダでの海外英語
研修を毎年開催しています。
　今年は中学生24名と高校生２名が参加し、10日間の研修に臨みました。参加生徒は、町の ALT（英語指
導助手）である永岡ジェームス智史先生（カナダ出身）を講師に、５月から事前学習会を重ね、研修に向け
て準備してきました。
　異国の地での体験を通して生徒たちが学んだこと、感じたことは――。参加生徒を対象に実施したアン
ケートの結果や生徒による成果報告レポートから、研修の成果を探ります。

【問】町教育委員会・教育総務課　☎（58）2555

語学力（英語）を上達させたい
コミュニケーション能力を向上させたい

外国の文化・スポーツ・歴史・自然などへの関心
積極性を身につけたい

留学や国際関係の職業への関心
これからの進路を考えるきっかけづくり

 コミュニケーション能力の向上
 語学力（英語）の上達

 現地の文化・スポーツ・歴史・自然などへの理解
 現地の人との新たな人間関係

 積極性の向上
 留学や国際関係の職業についての情報収集

 これからの進路を考えるきっかけづくり

 語学力（英語）を上達させたい
コミュニケーション能力を向上させたい

外国の文化・スポーツ・歴史・自然などへの関心
自国（日本）の文化への興味・関心

積極性を身につけたい
外国の人と友だちになりたい

家族やふるさとへの愛着
留学や国際関係の職業への関心

これからの進路の検討

参加生徒と引率教員の成果報告レ
ポートは、町公式ホームページに掲載
しています。ぜひご覧ください。

 ほぼすべての生徒が「英語の上達」を目指して参加。

「コミュニケーション能力の向上」を多くの生徒が実感。

英語の上達がダントツも、多岐にわたる「新たな決意」。
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3 ※アンケート項目は、

　いずれも複数回答を可としました。

▲巨石「ホワイトロック」

研修を通して、成果を感じることは？

研修へ参加しようと思った目的は？

研修を終えて、さらに思いが強くなったことは？

夜８時を過ぎても、外が明るい！カナダのココにびっくり！

街中を歩いていると、
　気さくに声を掛けてくれた！

公園やスーパー、「ホワイトロック」、「ピースアーチ」
　・・・とにかくスケールが大きかった！

中高生海外英語研修
7/26 - 8/4

in
カナダ
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Voice

私は将来、英語の教員になるという夢があり
ます。そのためには、高い英語力が必要不可

欠です。そこで、自分の英語力を試し、向上させた
いと思い、この研修に参加しました。

私は、中学２年生のときにこの研修に、また昨
年は修学旅行としてカリフォルニアにて２

週間のホームステイを経験しました。その際は、
言っていることが理解できても、上手に英語で返

答できず苦戦しました。今回はその反省もふまえ
て、ホームステイ先での会話の応答と積極的に話
しかけることに重点をおいて、研修に臨みました。

ホストファミリーは、優しく面白い方々で、私
もホームステイを楽しむことができまし

た。車の送迎の際や家の中でたくさん話しかけて
くれて、会話を楽しむとともに、しっかり応答も
できました。また、少しだけですが、自分から話し
かけて会話を発展することもできました。ホスト
ファミリーは日本に何度か訪れたことがあるそう
で、日本の食事、建物、観光、名物などについてたく
さん話すことができました。静岡にも訪れたこと
があったそうなので、川根本町も紹介したら「行
きたい」と言ってくれました。その他にも、走るこ
とが好きな私のために一緒にジョギングしたり、
プールに連れて行ってくれたりしました。お別れ
のときは寂しかったですが、ホストファミリーが

「またいつでも歓迎するよ」と言ってくれて、カナ
ダにもうひとつの家族ができたと感じました。

ホームステイ以外でも、先生方やスタッフの
方々と全て英語で会話するなど、本当に良

い経験ができました。この経験を糧とし、自分の夢
をかなえ、川根本町に貢献できるように、努力を怠
らず頑張ります。

私は、とにかく積極的に話をしてみようと思
い、出発しました。現地の研修では、英語だ

けで会話する高校生用のプログラムを組んでいた
だきました。また、ひとりで学生や一般の人にイン
タビューもしました。不安で、その人たちの言って
いることを理解するのもとても大変でしたが、と
ても良い経験になりました。

ホストファミリーは私によく話しかけてきて
くれ、たくさん会話をすることができまし

た。ホームステイ先には中国人の学生もいて、一緒
にショッピングに出掛けたりもしました。コミュ
ニケーションをとることは苦手でしたが、できる
だけ自分から話しかけ、発音にも意識しながら会
話をしました。おかげで耳が英語に慣れ、研修に行
く前よりも英語が聞き取れるようになったような
気がします。

カナダでの生活にようやく慣れ、ホストファ
ミリーたちとも仲良くなり、もっと話をし

たいと思っていた頃に帰国しなければならないの
は、とても残念なことでした。10日間は長いよう
ですが、とても短く、私はもっと時間をかけて英語

を学びたい、いつか留学したいという気持ちが強
くなりました。

私は、中学２年生のときもこの研修に参加し
ました。今回、高校生として、またカナダへ

行くことができてうれしかったです。高校では、中
学より進路について考えることが多くなります。
海外へ行くことはとても刺激になり、将来、いろい
ろなことに影響してくると思います。中学生のと
きは、観光客の意識が強く、友だちとばかり話をし
ていました。しかし今回は、今後自分が何をすべき
かを確認することができた研修となりました。

　今回の研修では、従来の中学２年生に加えて、高校生も参加対象として
募集しました。参加した高校生２名は、現地にて高い目的意識を持って研
修に取り組み、参加生徒をまとめるリーダーとしても活躍しました。
　来年度以降も、英語検定凖２級以上を有する高校生を対象に、参加を呼
び掛ける予定です。

高校生として体感する「カナダ」

藤
枝
明
誠
高
校
３
年

　
宮
島 

洸
樹

島
田
高
校
１
年

　
鈴
木 

瑠
菜

カナダでできた、もうひとつの家族。
経験を糧に、自分の夢をかなえたい。

いつか留学して英語を学びたい。
そのために今後自分がすべきことは。

研修プログラムの修了を記念し現地での講師と。

ホームステイ先のホストファミリーと。

【研修に参加した生徒と引率教員】

▶本川根中２年：芦沢颯汰、大村詩央音、小林叶愛、滝浪涼介、芹澤奈々、不二山颯人、横道蘭
▶中川根中２年：渥美浩輝、大橋優也、大森彩、栗原磨裟斗、河畑真央、榊原優羽、下原灯理、鈴木海莉、

　　　　　　  鈴木陸、高畑菜悠、戸塚光風我、中村光揮、中村日和、西田就真、西村咲希、前田麟太朗
▶静岡大学付属島田中２年：勝山穂乃香
▶高校生：宮島洸樹（藤枝明誠高校３年）、鈴木瑠菜（島田高校１年）
▶引率教員：羽入健太郎（本川根中）、相藤由里（中川根中）、芦澤奈緒（川根高校）

◀
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
国
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　「
ピ
ー
ス
ア
ー
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」
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「
大
切
な
水
」

本
川
根
小
学
校
５
年　

川
島
彬
人

　

ぼ
く
の
家
は
、川
根
本
町
の

小
長
井
に
あ
り
、家
の
す
ぐ
そ

ば
に
は
大
き
く
て
自
然
豊
か
な

大
井
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。ぼ

く
は
、４
年
生
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
大
井
川
に
つ
い
て

調
べ
ま
し
た
。大
井
川
は
、ぼ
く

た
ち
川
根
本
町
に
住
む
人
に

と
っ
て
と
て
も
身
近
な
川
で

す
。大
井
川
の
航
空
写
真
を
見

て
み
る
と
、ぼ
く
の
家
だ
け
で

は
な
く
、多
く
の
家
が
川
の
近

く
に
建
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
す
。大
井
川
と
そ
の
そ
ば

で
生
活
す
る
人
は
何
か
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
気
に
な
っ

て
、調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
ず
っ
と
昔
は
、水
道
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。人
は
、水
が
無
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。自
分
た
ち
で

水
を
取
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。昔
の
資
料
を
見

る
と
、川
か
ら
水
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。水
を
め

ぐ
っ
て
戦
争
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
く
ら
い
大

切
な
水
は
今
、ど
う
や
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
井
川
の
水
は
、水
力
発
電
や
農
業
・
工
業
用
水
、飲
料
水
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、発
電
を
し
て
い
る
奥

泉
ダ
ム
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。発
電
の
仕
方
は
、上
に
た
め
て
あ

る
水
を
落
と
し
、教
室
２
個
分
く
ら
い
の
大
き
さ
の
モ
ー
タ
ー
を

回
し
て
電
気
を
起
こ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。約
61
万
人
に
送
っ
て

い
る
と
知
り
ま
し
た
。農
業
用
水
は
、上
流
で
は
針
葉
樹
に
、下
流

で
は
水
田
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。工
業

用
水
は
、下
流
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
て
、工
場
が
川
の
す
ぐ
そ
ば
に

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。飲
料
水
は
、島
田
市
の
相
賀
浄
水

場
で
作
っ
て
い
ま
す
。そ
の
相
賀
浄

水
場
で
は
、塩
素
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

薬
を
入
れ
て
み
ん
な
が
安
全
に
飲

め
る
水
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。６
つ

の
市
の
約
60
万
人
の
人
々
に
水
を

送
っ
て
い
る
と
聞
き
、と
て
も
多
く

の
人
が
大
井
川
の
水
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
社
会

の
学
習
な
ど
を
通
し
て
、大
井
川
や

水
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。ぼ

く
が
航
空
写
真
か
ら
も
っ
た
疑
問

を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、水
と
人
と

の
関
係
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。水
は
、ぼ
く
た
ち
の
生

活
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
。

　

授
業
で
学
習
す
る
前
は
、大
井
川
は
た
だ
水
の
少
な
い
川
と
い

う
印
象
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、川
の
水
が
少
な
い
の
は

水
力
発
電
や
農
業
・
工
業
用
水
、飲
料
水
と
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。し
か
し
、大
井
川
の

水
も
少
し
ず
つ
へ
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
も
知
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
、大
切
な
大
井
川
の
水
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、

水
を
む
だ
に
し
な
い
こ
と
で
す
。手
を
洗
う
と
き
や
歯
み
が
き
を

す
る
と
き
に
水
を
止
め
る
こ
と
が
、水
を
守
っ
て
い
く
取
り
組
み

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。何
十
年
も
何
百
年
も
後
の
未
来
に
、水
が
な

く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、水
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
な
が

ら
、大
切
に
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

平成29年度第40回「水の週間記念作文コンクール」

　県知事賞に山内美琴さん
　次代を担う小中学生に水についての理解を深めてもらうため、県が毎年開催している「水の週
間記念作文コンクール」。今年度は、県内小中学生から237点の応募があり、本川根小学校５年の
山内美琴さんが、最優秀賞の静岡県知事賞に輝いた。また、同じく本川根小５年の川島彬人くん
が、優秀賞の静岡県教育長賞を受賞した。

「
水
は
一
生
の
友
達
」

本
川
根
小
学
校
５
年　

山
内
美
琴

　

私
の
家
族
は
６
人
家
族
で
す
。１
日
で
と
て
も
多
く
の
水
を
使

い
ま
す
。洗
い
物
や
洗
た
く
、お

風
呂
、ト
イ
レ
、野
菜
の
水
や
り

に
も
た
く
さ
ん
使
い
ま
す
。だ

か
ら
、水
は
と
て
も
大
切
で
、私

た
ち
の
生
活
に
必
要
な
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。け
れ
ど
私
は
、自

分
の
生
活
を
ふ
り
返
っ
て
み
る

と
、む
だ
に
使
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
４
年
生
の
と
き
に
水
に

つ
い
て
勉
強
を
し
ま
し
た
。そ

こ
で
先
生
が「
水
は
出
し
っ
ぱ

な
し
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

む
だ
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
話

を
聞
い
た
と
き
、初
め
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
の
に
、だ
ん

だ
ん
忘
れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
風
呂
に
入
る
と
き
も
、シ
ャ
ワ
ー
を
出
し
た
ま
ま
に
し
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。長
島
ダ
ム
に
見
学
に
行
っ
た
と
き
に
、長
島
ダ

ム
で
働
く
人
が
、「
シ
ャ
ワ
ー
を
１
分
間
出
し
た
ま
ま
に
し
て
い
る

と
約
12
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
出
て
い
ま
す
。」と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。そ
の
時
は
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。お
風
呂
で
シ
ャ
ワ
ー

を
使
っ
て
い
る
時
間
は
、だ
い
た
い
10
分
だ
と
す
る
と
、約
１
２
０

リ
ッ
ト
ル
も
水
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、私
は
夜
、水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
部
屋
に
持
っ
て

行
き
ま
す
。で
も
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
を
朝
ま
で
に
全
部
飲
み
き
る

こ
と
は
で
き
な
く
て
、結
局
捨
て
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、私
は
水
を
た
く
さ

ん
む
だ
に
し
て
い
ま
し
た
。「
も
し

か
し
た
ら
、６
人
家
族
の
中
で
一
番

水
を
む
だ
づ
か
い
し
て
い
る
の
は
、

私
か
も
し
れ
な
い
！
」と
思
い
ま
し

た
。私
に
で
き
る
こ
と
、そ
れ
は
洗

い
物
や
お
風
呂
、ト
イ
レ
で
水
を
２

回
も
３
回
も
流
さ
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、夜
に
部
屋
へ
持
っ
て
い
く

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
、半
分
ま
で

に
し
て
全
部
飲
み
き
る
と
い
う
工

夫
が
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、水
の
大
切
さ
を
考
え
続
け
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。私
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
、水
は
大
切

な
も
の
で
す
。水
は
一
生
の
友
達
で
す
。大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

 水は一生の友達。

　　水の大切さを、

　　　考えていきたい。

何百年も後の未来に、
　水がなくなって

しまわないように。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 67
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さらなる地域福祉の充実に向けて

下長尾地区で伝統行事「百八たい」が開催されました

会場横の下泉橋から望む、下流へと続く炎の曲線

　中川根南部小学校前の大井川河川敷にて、盆
の送り火「百八たい」が行なわれ、下長尾区
民や帰省中の家族連れなど、約 100 世帯から
250 人あまりが参加しました。
　僧侶の読経と七夕飾りの焚

た

き上げ後、初盆を
迎えた世帯から順に「まき」へ点火すると、川岸
に沿って連なるオレンジ色の炎が、辺りを幻想
的に照らしました。百八たいは同区で続く伝統
行事で、由来は定かではないものの、江戸時代
に発生した鉄砲水の犠牲者を慰霊する川

か わ せ が き

施餓鬼
を起源とするという説が伝えられています。

川岸に灯
とも

された幻想的な盆送り火

８/４

小平史郎さんのウーロン茶が県茶品評会で最高賞

「理想の茶づくりをこれからも追求していきたい」と小平さん

８/15L
レ ッ カ ー
ecker!（＝おいしい！）で国際交流

両校の生徒が協力して、おいしい川根茶を楽しんだ

川根高校の生徒がドイツから来日した高校生と交流

　第55回静岡県茶品評会の審査結果が発表さ
れ、ウーロン茶の部で小平園・小平史郎さん（久
野脇区）の出品茶が１等１席に輝きました。
　小平さんは、７年前に農林業センターで釜炒
り用の機械が導入されたのを機に、その２年後
からウーロン茶づくりを開始しました。今回の
受賞について「約20年前に台湾でウーロン茶を
飲んだときから『いつかこんな香り豊かな茶を
つくりたい』と思い続けてきた。肥料や品種など
試行錯誤をくり返しながらつくってきた茶が評
価され、とてもうれしい」と笑顔で話しました。

　ドイツから高校生９人が川根高校を訪れ、	３
年生８人と交流しました。
　一行は、修学旅行として来日した「フォーテ
校」の生徒。同校の生徒の来町は３年前から始ま
り、今年初めて川根高の生徒との交流が実現し
ました。両校の生徒らは、英語で互いに自己紹介
したほか、一緒にあんみつを作って交流を深め
ました。また、農協職員の手ほどきで「お茶の入
れ方」を体験すると、フォーテ校の生徒らは、そ
の味わいに目を丸くして驚いたり「おいしい！」
と笑顔を見せたりしていました。　

豊かな香りに高い評価

　小さな子どもたちもあっという間に上達してい
て、びっくりしました。パドルスポーツの楽しさやこ
の町の環境の魅力を、今日の参加者だけでなく、これ
からも多くの方に感じてもらえたらうれしいです。
　私自身の競技活動としては、９月から10月にかけ
て、全日本選手権と国体の２大会に出場します。両大
会とも、2020年の東京五輪に向けた通過点でもあ
り、この１年間のトレーニングの成果を確かめる機
会でもあります。いつも応援してくれる町の皆さん
に良い結果が報告できるよう、頑張ります！

たうんとぴっくす川 根 本 町 の ま ち の 話 題

接岨湖でパドルスポーツの体験会「奥大井パドルミーティング」を初開催
　町教育委員会は、奥大井接岨湖カヌー競技場
（接岨区）にて、パドルを使った乗り物の体験会
「奥大井パドルミーティング」を開催し、町内外
から家族連れなど約60人が参加しました。
　ボードの上に立ってパドルでこぎながら進む
「S

サ ッ プ
UP」やさまざまな種類のカヌー・カヤックが

用意され、参加者は B&G海洋センター職員の
手ほどきで楽しみました。また、町内でトレーニ
ング中の大村朱澄選手も駆け付け、参加者にパ
ドルの使い方や操船方法を指導しました。

湖上にきらめく笑顔

ここにも、一つの物語。
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笑いの絶えない「サロンハッスル」（小長井区）

　県は市町別の「お達者度」（2014年版）を発表し、川根本町は、男性が19年３カ月で県内１位に、女
性が22年０カ月で２位に輝きました。お達者度は、65歳をスタート年齢として元気で自立して暮ら
せる期間を算出し、市町別に示した指標です。川根本町は、男性が２年連続首位、女性が昨年の３位か
ら順位をひとつ上げました。

「お達者度」 男性１位、女性２位に！

９/９

町内から４人がねんりんピックに出場

（左から）中田さん、鳥本さん、中野重男さん、中野増伸さん

９/10感謝の思いを音色に乗せて
「第13回赤石太鼓コンサート」、保存会35周年を記念して盛大に開催

　全国のシニア世代がスポーツや文化活動で
交流を深める「第30回全国健康福祉祭あきた大
会」（ねんりんピック秋田2017）に、町内から中
野重男さん（久野脇区）、中田健次さん（桑野山
区）、鳥本宗幸さん（水川区）、中野増伸さん（下長
尾区）の４人が出場しました。
　４人は、軟式野球チーム「静岡大井川クラブ」
のメンバーとして、２試合を戦いました。会場別
トーナメントで準決勝敗退と、惜しくも優勝は
なりませんでしたが、はつらつとしたプレーで
チームに貢献しました。

　赤石太鼓保存会主催の「第 13 回赤石太鼓コ
ンサート」が町文化会館にて開催されました。
　保存会や川根高校郷土芸能部が、アンコール
１曲も含めた全９曲を披露し、その勇壮で迫力
ある演奏が観客を魅了しました。また特別ゲス
トとして「はいばら太鼓保存会」（牧之原市）も
出演し、全身を使って表現する曲目や軽快な笛
の音色が会場を盛り上げました。コンサート終
了後、同会常任委員長の殿岡大輔さん（千頭東
区）は「私たちが活動できるのは皆さんの支え
のおかげ」と約100人の来場者に感謝しました。

たうんとぴっくす川 根 本 町 の ま ち の 話 題

～　　 はつらつプレーを披露

８/26

さらなる地域福祉の充実に向けて

接岨区で昨年発見された「在来そば」の種をもとに、そばづくり体験を企画

１人当たり400グラムの種をまき、ホウキで土になじませた

　エコティかわねと「園芸友の会」は、町営桑
野山特定農地（桑野山区）にて、「在来そばづく
り体験」プログラムの第１回を開催しました。
　プログラムは全３回で行われ、10 月に実を
収穫し、11 月には「そば打ち」をして味わう
予定です。初回は、町内外から参加した９人が
「友の会」の手ほどきで畑に種をまき、目印の
看板を立てました。焼津市から父親とともに参
加した向坂和士くん（11歳）は「まんべんなく
種をまくのが難しかった。収穫できるのが今か
ら楽しみです」と笑顔で話しました。

みんなで育てる「在来の味」

８/20・　　 楽しみながら考える「森の循環」
「オーガニック」「共生」「平和」をテーマにしたイベント、町内外から多くの来場者でにぎわう

８/22トンネルにあやかり安産祈願

山下所長から町内在住の妊婦さんにお守りが手渡された

６月に貫通した青部トンネルの貫通石が「安産のお守り」に

　オーガニック（有機）をテーマに講演やワーク
ショップ、音楽、食などを楽しむ「E

エ ヴ ァ
VHAオーガ

ニックキャンプ川根」が、八木キャンプ場（奥泉
区）で開催されました。会場にはオーガニック料
理や雑貨の屋台が並んだほか、ゲストによる音
楽ライブや講演会、映画上映などが２日間にわ
たって行われました。主催した実行委員会の横
山慎一郎委員長（尾呂久保地区）は「地域内での
循環の重要性が注目されている中、こうしたイ
ベントを通して、川根から『持続可能な地域』の
未来像を発信していきたい」と話しました。

　国道362号「青部トンネル」の工事施工者であ
る「鴻池・梶山特定建設工事共同企業体」は、「ト
ンネル貫通点の石」を加工したお守り50個を、
町に贈呈しました。
　工事事務所の山下和也所長は「地域の皆さん
のご協力で無事に掘削できたので、恩返しでき
れば。安産の縁起物である貫通石にあやかり、元
気なお子さんを産んでほしい」と話すと、第３子
の出産予定日を10月上旬に控える梶原真己さ
んは「心強いお守りをいただいたので、安心して
出産に臨みたいと思います」と感謝しました。

◀「救助索発射装置」を使用して
　要救助者へロープを届ける

【ぜひご参加ください！】
　健康長寿は「バランスのとれた食生活」「適度な運動」「社
会参加の機会創出」の３要素が大切といわれています。
　町では、この３要素を推進するためのさまざまな巡回事
業を、各地区で開催しています。
　会場や日時、内容については「かわねフォン」で順次配信
していきますので、ぜひご覧ください。

【保存会よりお知らせ】

「保存会では、新規メンバーを常時募集中です。体験して

みたい方は、お気軽に080（1579）2159（殿岡）まで！」

トークセッション「丸太会談」では、林業家や建築業者などが、
「森の循環の重要性」や「持続可能な地域」について意見交換

ここにも、一つの物語。
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▶休日当番医の情報はホームページでご確認ください。
（一社）榛原医師会 HP http://www.haibara-med.or.jp/

▶子育て支援施設 ☎（57）2231　休館日：日、月、祝日

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

1 日 いやしの里診療所　休診
高木医院
島田市川根町身成 3288-1
0547-53-2006

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

2 月 いやしの里診療所　一般外来� 16:00～18:00
榛原医師会健康診査　水川集会所� （13:00～14:00）

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 B

3 火 いやしの里診療所��総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
子宮頸がん・乳がん検診　山村開発センター� （9:15～11:30） 　　　　

4 水 いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00
定例乳幼児相談（ブックスタート）　山村開発センター� 9:30～11:00 C

5 木

いやしの里診療所　一般外来� 10:30～12:00／14:00～17:00
静岡厚生病院健診結果説明会（９／６文化会館受診者）
文化会館� 9:30～10:30
静岡厚生病院健診結果説明会（９／７文化会館受診者）
文化会館� 10:30～11:30
静岡厚生病院健診結果説明会（９／８奥泉受診者）
奥泉集会所� 13:30～14:30

6 金 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
榛原医師会健康診査　田野口集会所� （13:00～14:00） D

7 土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

8 日 いやしの里診療所　休診
上長尾田澤内科医院
川根本町上長尾 915-5
0547-56-1800

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

9 月 いやしの里診療所　休診
本川根診療所
川根本町千頭 1147-1
0547-59-3811

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 体育の日

10火

いやしの里診療所��総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
静岡厚生病院健診結果説明会（９／１１開発センター受診者）
山村開発センター� 9:30～11:00
静岡厚生病院健診結果説明会（９／１２徳山コミュニティ受診者）
徳山コミュニティ� 13:00～14:30

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

11水 いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00 E

12木

いやしの里診療所　一般外来� 10:30～12:00
いやしの里診療所　糖尿病・内分泌遠隔外来（要予約）� 14:00～17:00
静岡厚生病院健診結果説明会（９／１３徳山コミュニティ受診者）
徳山コミュニティ� 9:30～11:00
静岡厚生病院健診結果説明会（９／１４徳山コミュニティ受診者）
徳山コミュニティ� 13:00～14:30

13金 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00／14:00～17:00 F

14土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

15日 いやしの里診療所　休診
平井医院
島田市金谷本町 1945
0547-46-2236

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

月
201710

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

16月
いやしの里診療所　一般外来� 16:00～18:00
榛原医師会健診結果説明会（９／２０久野脇受診者）
久野脇コミュニティ� 9:30～11:00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 G

17火 いやしの里診療所��総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
子宮頸がん・乳がん検診　文化会館� （9:15～11:30）

18水 いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00 A

19木
いやしの里診療所　一般外来� 10:30～12:00／14:00～17:00
特設人権相談所開　文化会館（２階�第２和室）� 13:00～16:00
あそびの教室　桜保育園� 10:00～11:30

20金 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00
いやしの里診療所　整形外科遠隔外来（要予約）� 14:00～17:00 B

21土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

22日 いやしの里診療所　休診
加納医院
島田市牛尾 471-2
0547-45-3038

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

23月
いやしの里診療所　一般外来� 16:00～18:00
健康づくり相談　山村開発センター� 9:30～11:00
榛原医師会健診結果説明会（９／２６梅高受診者）
梅高集会所� 13:30～15:00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 C

24火 いやしの里診療所��総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
榛原医師会健康診査　山村開発センター� （13:00～14:00）

25水
いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00
健康づくり相談　文化会館� 9:00～10:00
定例乳幼児相談　文化会館� 10:00～11:30
榛原医師会健康診査　徳山コミュニティ� （13:00～14:00）

D

26木 いやしの里診療所　一般外来� 10:30～12:00／14:00～17:00
あそびの教室　徳山聖母保育園� 10:00～11:30

27金
いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00
いやしの里診療所　皮膚科遠隔外来（要予約）� 14:30～17:00
１歳６ヵ月・３歳児健康診査　山村開発センター
� （12:50～13:15）

E

28土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

29日 いやしの里診療所　休診
大下医院
川根本町下長尾 219-1
0547-56-0019

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

30月 いやしの里診療所　一般外来� 16:00～18:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 F

31火

いやしの里診療所��総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
榛原医師会健診結果説明会（１０／２水川受診者）
水川集会所� 9:30～11:00
榛原医師会健診結果説明会（１０／６田野口受診者）
田野口集会所� 13:30～15:00

や
ま
び
こ
号
の
コ
ー
ス

地名集会所 西地名 塩　郷 下泉駅 下泉原 農協茶工場 南部小学校 文　沢 壱町河内 小　竹
Ａコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：30 10：50 11：15 13：00 13：50 14：10 14：30

発 9：35 10：00 10：25 10：45 11：05 11：35 13：20 14：00 14：20 14：40
尾呂久保 上長尾集会所 三共生コン 八中集会所 中央小学校 高郷 NTT 梅　高 水　川

Ｂコース 着 9：20 10：00 10：25 11：05 13：00 13：25 13：55 14：30
発 9：40 10：20 10：45 11：25 13：20 13：45 14：15 14：50

瀬平集会所 三津間集会所 久野脇集会所 平　谷 下長尾集会所 高郷住宅 原　山 久保尾 向井上 向　井
Ｃコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：40 10：55 11：20 13：30 13：55 14：25 14：45

発 9：30 10：00 10：30 10：50 11：05 11：40 13：45 14：15 14：40 15：00
崎平集会所 柳三集会所 田　代 坂　京 総合支所 本川根小学校 寺馬秋葉山常夜灯 富士城

Ｄコース 着 9：20 9：45 10：10 10：40 11：20 13：00 13：25 14：00
発 9：40 10：05 10：20 11：00 11：40 13：20 13：45 14：20

桑野山 沢間区公会堂 八　木 大谷区集会所 寸又峡上駐車場 寸又峡公民館 千頭西御堂
Ｅコース 着 9：30 9：55 10：30 11：00 13：00 13：25 14：15

発 9：50 10：15 10：50 11：20 13：20 13：45 14：35
藤川西平 子育て支援施設 藤川区事務所 小井平 青部集会所 第一小学校 徳山防災センター 正　島 田野口駅

Ｆコース 着 9：15 9：35 10：00 10：25 10：55 13：05 13：30 13：55 14：25
発 9：30 9：55 10：15 10：45 11：15 13：25 13：50 14：15 14：45

上岸集会所 前山区集会所 平　栗 町文化会館 接岨資料館やまびこ 奥泉集会所
G コース 着 9：30 9：55 10：40 11：15 13：30 14：10

発 9：50 10：15 11：00 11：45 13：50 14：30

【
問
】文
化
会
館　
☎（
59
）３
１
０
６

くらしの
カレンダー
役
場
本
庁

【代表電話番号】 ☎ 56-1111
１Ｆ　税務住民課  税務室 ☎ 56-2223

戸籍住民室 ☎ 56-2222
くらし環境課 ☎ 56-2236
健康福祉課 ☎ 56-2224
高齢者福祉課 長寿介護室 ☎ 56-2234 

地域包括ケア推進室 ☎ 56-2225
建設課 ☎ 56-2227
会計課 ☎ 56-2228

２Ｆ　総務課 ☎ 56-2220
企画課 ☎ 56-2221
情報政策課 ☎ 56-2232
農林課 ☎ 56-2226

３Ｆ　議会事務局 ☎ 56-2229

【代表電話番号】 ☎ 59-3111
１Ｆ　観光商工課 ☎ 58-7077

支所管理局 窓口業務室 ☎ 58-7070
支所管理室 ☎ 58-7073

教育総務課 ☎ 58-2555
社会教育課 ☎ 58-7080

　文化会館 ☎ 59-3106
　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎ 59-3332
　山村開発センター ☎ 56-2231

総
合
支
所
ほ
か

  志太榛原地域救急医療センター（内科・小児科）   
 10月の診療時間 

 診療時間　 月曜～木曜日
 　　午後７時30分～10時
　　　　　  金曜～日曜日
 　　午後７時30分～翌日午前７時
 ※ただし10月８日（日）、15日（日）、22日（日）、29

日 （日）の午後10時から翌日午前７時は小
児科のみの診療です。

 ☎054（644）0099

『榛原歯科医師会からのひと言アドバイス』
（皆さんの歯に関する質問にお答えし
ます。）

Ｑ　歯みがきのポイントを教えて。
Ａ　①みがく順番を決めて磨き残しの無いよう
に。②歯ブラシは軽い力で持ち小刻みな振動（２
～３ミリぐらいの振幅）で。③歯と歯の間、歯
と歯ぐきの境目など、くぼんだところをていね
いに１本ずつ磨く。
 健康福祉課・健康づくり室　☎（56）2224

各
種
相
談
・
お
知
ら
せ

社会福祉協議会「よろず行政相談」
10月11日（水）　９：00～11：30　文化会館

【問】川根本町福祉センター事務所　☎（59）2315
　　川根本町中川根高齢者デイサービスセンター事務所　☎（56）1872

行　政　相　談
10月11日（水）　９：00～11：30　生活改善センター

【問】総務課　☎（56）2220
社会福祉協議会「よろず相談」

10月18日（水）　９：00～11：30　生活改善センター
法律相談

10月25日（水）　10：00～15：00　福祉センター
精神保健福祉総合相談（精神保健、断酒など）

10月３日（火）中部健康福祉センター（藤枝市）13：15受付（断酒会）
※要予約　中部健康福祉センター福祉課☎054（644）9281

動画配信のお知らせ
　広報紙の一部について、№116号から
動画配信をはじめました。動画で見るこ
とができる記事は、下記マークが目印で
す。ぜひ、「かわねフォン」または町ホーム
ページの「川根本町公式チャンネル」でご
確認ください。 ▶ 10 月 号 は、

「奥大井パドル
ミーティング」

「下長尾百八た
い」「徳 山 の 盆
踊」の様子をお
伝えします。

健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。
ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1213
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健
康
福
祉
課
・
こ
ど
も
支
援
室　
☎（
56
）２
２
２
４

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
保
育
園・幼
稚
園
の「
新
規
入
園
園
児
」を
募
集
し
ま
す

町
内
３
保
育
園

●
対
象
と
す
る
児
童

　
町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
、
家
庭

で
十
分
な
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
。

①	

児
童
の
保
護
者
が
家
庭
の
外
に
勤
め
て
い
る
場

合
。

②	

児
童
の
保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
、

日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
。

③	

児
童
の
保
護
者
が
長
期
の
傷
病
や
心
身
障
が
い
、

ま
た
は
母
親
が
出
産
前
後
で
あ
る
場
合
。

④	

児
童
の
保
護
者
が
火
災
、
風
水
害
、
震
災
そ
の

他
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合
。な

ど

●
必
要
書
類
の
配
布
期
間

　
10
月
16
日（
月
）か
ら

●
書
類
配
布
場
所

　
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
室
、
支
所
管
理
局
窓
口

業
務
室
、
町
内
各
保
育
園
、
子
育
て
支
援
施
設

●
募
集
期
間

　
10
月
23
日（
月
）か
ら
11
月
６
日（
月
）ま
で

●
受
付
場
所

　
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
室
、
支
所
管
理
局
窓
口

業
務
室
、
町
内
各
保
育
園

●
そ
の
他

　

保
育
園
は
、
随
時
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
育
時
間
な
ど
保
育
園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
保
育
園
へ
連
絡
し
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

①	

町
立
三
ツ
星
保
育
園
（
上
長
尾
５
７
０
の
1
）

　
☎（
56
）０
０
４
３

②	

町
立
桜
保
育
園
（
東
藤
川
９
１
５
）

　
☎（
59
）２
２
０
１

③	

私
立
徳
山
聖
母
保
育
園
（
徳
山
１
８
６
５
）

　
☎（
57
）２
２
３
４

【
問
】
健
康
福
祉
課
・
こ
ど
も
支
援
室

　
☎（
56
）２
２
２
４

　
　

		

支
所
管
理
局
・
窓
口
業
務
室

　
☎（
58
）７
０
７
０

さ
ゆ
り
幼
稚
園

●
教
育
方
針
に
つ
い
て

①	

運
動
指
導
・
野
外
活
動
：
幼
児
期
に
適
切
な
運

動
や
水
泳
の
指
導
を
通
し
て
、
身
体
と
と
も
に

知
能
の
発
育
を
促
し
、
自
信
を
育
て
ま
す
。
野

外
活
動
の
機
会
を
多
く
持
ち
、
自
然
へ
の
畏
敬

の
念
や
探
究
心
を
養
い
、
体
力
を
増
強
し
ま
す
。

②	
音
楽
と
表
現
活
動
：
音
楽
の
感
性
を
養
い
心
を

育
て
る
た
く
さ
ん
の
歌
を
歌
い
ま
す
。
身
体
表

現
や
楽
器
演
奏
を
通
し
て
、
音
楽
の
楽
し
さ
を

体
験
し
ま
す
。

③	

知
的
発
達
活
動
：
幼
児
の
知
的
興
味
を
誘
う
教

材
や
遊
具
を
用
い
、
全
国
共
通
の
教
育
要
領
に

基
づ
い
た「
遊
び
」を
通
じ
、
一
人
一
人
の
個
性

に
応
じ
た
発
達
を
促
し
ま
す
。

④	

心
の
教
育
：
目
に
見
え
な
い
高
い
精
神
に
対
す

る
尊
敬
の
心
を
養
い
、
神
秘
を
受
け
止
め
る
心

を
大
切
に
し
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
き
た
こ

と
に
感
謝
し
、
お
互
い
に
認
め
合
い
、
穏
や
か

な
人
と
人
と
の
関
係
を
育
て
ま
す
。

●
入
園
の
ご
案
内

①	

通
園
時
間
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま

で
（
※
ご
希
望
に
よ
っ
て
は
、
通
園
バ
ス
の
便

宜
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、ご
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、

通
常
時
間
を
越
え
て
の
預
か
り
保
育
を
午
後
５

時
ご
ろ
ま
で
実
施
し
ま
す
。）

②	

休
園
日
：
土
・
日
曜
日
、
国
民
祝
祭
日
（
※
第
１
、

第
３
土
曜
に
は
、
小
学
生
と
合
同
の
土
曜
学
校

を
開
催
し
ま
す
。）

③	

入
園
の
条
件
：
満
３
歳
に
達
し
た
ら
、
年
度
の

途
中
か
ら
で
も
入
園
で
き
ま
す
。
２
歳
児
の
入

園
に
つ
い
て
も
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

④	

納
付
金
：「
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
」の
適
用

に
よ
り
町
の
支
援
を
受
け
て
、
所
得
に
応
じ
た

保
育
料
と
な
り
ま
す
。

⑤	

申
込
受
付
期
間
：
11
月
30
日
ま
で　

【
問
】
学
校
法
人
か
わ
ね
学
園
さ
ゆ
り
幼
稚
園

（
徳
山
８
４
５
）

　
　

	

☎（
57
）２
２
３
３　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
57
）２
２
３
９

町
猟
友
会
事
務
局（
農
林
課
・
林
業
振
興
室
内
）　
☎（
56
）２
２
２
6

山
林
で
作
業
や

ハ
イ
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
方
へ

　
町
内
で
は
、
下
記
の
期
間
に
て
鳥
獣
の
狩
猟
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
11
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
平
成
30
年
３
月
15
日
（
木
）
ま
で

●
そ
の
他
の
狩
猟
鳥
獣

　
11
月
15
日
（
水
）
か
ら

　
平
成
30
年
２
月
15
日
（
木
）
ま
で

　
期
間
中
、「
わ
な
」「
猟
銃
」「
網
」
を
使
用
し
た
狩
猟
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
作
業
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
山
菜
摘
み
な
ど
で
山
林
に
入

ら
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①	

狩
猟
者
が
視
認
し
や
す
い
よ
う
、
目
立
つ
色
の
服
装
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、白
色
や
迷
彩
色
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

（
白
色
は
シ
カ
の
お
尻
と
同
色
の
た
め
、
狩
猟
者
に
誤
認
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。）

②	

ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
が
鳴
る
も
の
を
携
帯
し
た
り
、
声
を
出
し

て
歩
く
な
ど
、
自
分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

③	

獣
道
に
は
「
わ
な
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
通
常
の
山
道
か
ら
奥
に
は
で
き
る
だ
け
入
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

④
「
わ
な
」
の
設
置
場
所
付
近
に
は
、
設
置
者
の
氏
名
な
ど
が
記

載
さ
れ
た
標
識
が
付
い
て
い
ま
す
。
標
識
が
あ
る
場
合
は
近
づ

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

猟友会に島田警察署から感謝状
　山岳遭難者の捜索に協力した猟友会員15人に、島田警察署長から感謝状が贈呈されま
した。会員らは、８月４日から６日までの３日間、町内で遭難したとみられる登山客の捜
索活動に、同署員らとともに取り組みました。
　９月１日、同署の吉田光広署長が役場本庁を訪れ、小村勝雄会長をはじめ10人に感謝
状を贈呈しました。吉田署長は感謝の言葉を述べるとともに「山について熟知している皆
さんのことを頼りにしています」と、引き続きの協力を呼び掛けました。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1415



役場の窓辺から yakuba	no	madobe	kara

◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

萩原　愛（はぎわら　あい）
平成 20 年 3 月から大井川鐵道㈱で駅員、企画、
営業、事務、車掌、電車の運転士を務める。平
成 29 年 4 月から（一社）エコティかわねの事務
局員としてまちづくり事業に尽力する。 

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

エコティかわね 事務局

萩原 愛 の

もうすっかり秋ですね。みなさ
んは食欲の秋、スポーツの

秋、芸術の秋…どんな秋をお過ご
しでしょうか？私は芸術に触れな
がら食欲を満たしたいです（笑）。
10月はエコティでも秋らしいプ
ログラムをたくさん企画していま
す！ 

食部門は「自然薯掘り＆調理体
験」、スポーツ部門は「智者

山・天狗石山・奥大井湖上駅トレッ
キング」、「奥大井の自然満喫 SUP
体験」、芸術部門は「秋の草木染め
とベジランチ」、その他、実りの秋
部門「山の田んぼの米づくり体験
～収穫編～」、「在来そばづくり体
験～収穫編～」 そして、癒し部門

は「IYASHI の森林療法 (1泊2日 )」
などなど、個性豊かな内容が勢ぞ
ろい！食べることが好きな人も、
体を動かしたくてウズウズする人
も、芸術を愛でる趣味を持つ人も、
秋の実りに触れて豊かさを感じた
い人も、必ず楽しめるプログラム
があります。 

また、「IYASHI の森林療法」は
心療内科医が監修に携わっ

たプログラムです。自然の中で遊
びながら体験するものとは違い、
心・体の癒しに重点をおいた内容
になっています。とはいっても難
しいことはなく、寸又峡の宿に泊
まり、温泉と郷土料理を楽しみ、次
の日は森を散策するだけ。違いは、
そこに関わるスタッフ達が「森の
案内人」と呼ばれる癒しの研修を
受けているということ。 

例えば、木の幹に抱き着いた
り、川の水に手足をつけた

り、肌で温度を感じたり、癒し効果
抜群の森のフィトンチッドが含ま

れた空気を胸いっぱいに吸い込ん
だり、お客様は五感をフルに使う
ことで癒しを得ます。この一連の
流れは自分で普通に出来る人もい
れば、癒されることに気付いてい
ない、触れることにためらいがあ
る人もいます。そんな人に癒しや
安らぎを感じてもらうために「森
の案内人」が寄り添って歩きます。 

個性豊かな秋プログラム。ス
タッフ達はやる気 充 分 で

す！みなさん遊びに来てください
ね。 

川の水に触
れて自然を
五感で感じ
ています。 

「IYASHI の
森林療法」 

上
岸・前
山
の
民
生・児
童
委
員
に

森
田
雅
文
さ
ん

　
欠
員
と
な
っ
て
い
た
上
岸
・
前

山
地
区
の
民
生
・
児
童
委
員
に
、

新
た
に
森
田
雅
文
さ
ん（
上
岸
区
）

が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を

受
け
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
任

期
中
、「
身
近
な
福
祉
の
相
談
役
」

と
し
て
、
援
助
を
必
要
と
す
る
住

民
に
相
談
や
助
言
、
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
・
地
域
福
祉
室　
☎（
56
）２
２
２
４

　
年
金
、
河
川
の
管
理
、
雇
用
、
道
路
、
電
波
・
通
信
な
ど
、
国
の
仕
事
や
そ
の
手

続
き
、サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、「
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」「
ど

こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
行
政
に
関
す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
苦
情
や
要
望
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

を
お
聞
き
し
、
解
決
を
図
る
の
が
「
行
政
相
談
」
で
あ
り
、
身
近
な
窓
口
と
な
る
の

が
「
行
政
相
談
委
員
」
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
て
い
る
民
間
の
有
識
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
方
で
す
。

　
下
記
の
と
お
り
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
町
の
行
政
相
談
委
員

　
川
根
本
町
で
は
、
岡
本
優
さ
ん
、
山
田
俊
男
さ
ん
の
２
名
の
行
政
相
談
委
員
が
、

皆
さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▼
１０
月
～
３
月
の
定
例
相
談
所
開
設
日（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
11
時
30
分
）

　
町
文
化
会
館（
小
長
井
区
）

　
　
10
月
11
日（
水
）・
12
月
６
日（
水
）・
２
月
８
日（
木
）

　
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー（
高
郷
区
）

　
　
11
月
15
日（
水
）・
１
月
17
日（
水
）・
３
月
14
日（
水
）　

▼
総
務
省
静
岡
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

〒
４
２
０―

０
８
５
３	

静
岡
市
葵
区
追
手
町
９―

50（
静
岡
地
方
合
同
庁
舎
５
階
）

☎
０
５
４（
２
５
４
）１
１
０
０　
ＦＡＸ
０
５
４（
２
５
４
）６
５
１
３

０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談
受
付

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/hyouka/soudan.htm

1

ご
存
知
で
す
か
？
行
政
相
談
委
員

行
政
相
談
週
間　
10
月
16
日（
月
）～
22
日（
日
）

山田俊男さん（上長尾区）
☎（56）0385

岡本　優さん（小長井区）
☎（59）2204

総
務
課
・
行
政
庶
務
室　
☎（
56
）２
２
２
０

町
内
各
地
で「
総
合
防
災
訓
練
」を
実
施

　
９
月
１
日
の「
防
災
の
日
」に
合
わ
せ
て
、
８
月
26
日
と
27
日
に
町
内
各

地
区
で「
総
合
防
災
訓
練
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
長
井
区
で
は
、
夜
間
の
地
震
発
生
を
想
定
し
、
周
囲
が
暗
い
中
、
安

全
な
移
動
経
路
を
確
認
し
な
が
ら
の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
場
本
庁
お
よ
び
総
合
支
所
で
は
災
害
対
策
本
部
・
支
部
の
運

営
訓
練
を
実
施
し
、
各
地
区
で
は
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
避
難

場
所
へ
の
参
集
訓
練
や
消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
町
内
で
両
日
あ
わ
せ
て
３
７
２
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
12
月
３
日（
日
）に
は
、「
地
域
防
災
訓
練
」を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

総
務
課
・
自
治
防
災
室　
☎（
56
）２
２
２
０鈴木町長から委嘱状の伝達を受ける森田さん（右）

「
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
」再
発
行
に

「
申
請
書
」が
必
要
と
な
り
ま
す

　
11
月
か
ら
、
役
場
窓
口
に
て「
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
」を
再
発
行
す

る
場
合
、
そ
の
他
の
諸
証
明
と
同
様
に「
申
請
書
」の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼「
申
請
書
」の
提
出
が
必
要
と
な
る
期
日

　
11
月
1
日（
水
）か
ら

▼
再
発
行
に
必
要
な
も
の

　
①
車
検
証
な
ど
の
車
両
情
報
が
わ
か
る
も
の（
コ
ピ
ー
可
）

　
②
印
鑑（
整
備
工
場
な
ど
代
理
に
て
取
得
の
場
合
は
社
印
な
ど
）

　
③
申
請
者
の
身
分
証
明
書

　
※
①
は
従
来
ど
お
り
、
②
③
は
申
請
書
の
作
成
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

税
務
住
民
課
・
税
務
室　
☎（
56
）２
２
２
３

ここにも、一つの物語。
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生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課 

☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号　

 

☎（
59
）３
１
０
６

ふるさと発見団�
第２回学習会を行いました！�

� ８月３日・４日
　町内の小学４・５・６年生17名が参加し、ふるさと発
見団のメインイベント「キャンプ」を行いました。今回の活
動では、農業体験、川遊び、智者の丘公園付近の自然観察、
流しそうめんなど、町の産業や自然に改めて触れる機会と
なりました。
　活動の中で、ふるさと発見団員の心のつながりを深める
とともに、ふるさとの良さを再発見することができました。

  2 日（月） 第 3 回むつみ学級
  7 日（土） 小学校５年生県外体験学習結団式
 （町文化会館）
11 日（水） トレーニング講習会
　　　　　（Ｂ＆Ｇ海洋センター）
13 日（金） ダンスワークショップ

14 日（土） 第 3 回ふるさと発見団
17 日（火）～ 19 日（木） 
 小学校５年生県外体験学習（北海道）
25 日（水） 第 3 回北部地域すこやか大学
28 日（土） クラシック音楽公演
 「パーカッションパラダイス vol.3」

10 月の予定

○町民ギャラリー（年中無休）
・ “エコティかわねの活動紹介”
　                   一般社団法人エコティかわね

○町文化会館（休館日：毎週月曜日と第３日曜日）
・ “石ころアート” 　気田　一良さん

10 月の展示

※月末および月初めは、作品の入れ替え作業により展示作品が変わる場合があります。
皆さまお誘いあわせのうえご観覧下さい！

海の子・山の子交流教室�
「海の体験」を行いました！�

� ８月17日・18日
　川根本町と焼津市の小学校４・５年生 36人が参加し、焼津
市にて「海の子・山の子交流教室『海の体験』」が行われました。
シーラック工場見学や、鰹や鮪が保管されているマイナス60℃
の超低温冷蔵庫体験、プラネタリウム観覧、焼津特産黒はんぺ
ん作りなど、海のまち焼津ならではの体験をしました。
　２日間の共同生活をする中で交流も深まり、参加した子ども
たちからは、「班の人や部屋の人たちと仲良くなることができてよ
かった」などの感想が聞かれました。
　来年の５月には、川根本町で「山の体験」を行います。

むつみ学級開催の�
お知らせ

　むつみ学級（おおむね 60歳以上の
町民の女性対象）の第３回学習会を開
催します。

「歴史講座」智満寺見学と住職の講話
講師：藤田明正住職
　川根の名刹を訪ねて、知っておきた
いお寺の歴史と住職の講話を聞き、心
豊かな生き方について学びます。
　10月２日　智満寺（上長尾区）
【申・問】
　社会教育課　☎（58）7080

文化会館からお知らせ�
ダンスワークショップ参加者募集！

◆参加費無料！未経験者大歓迎！
身体を動かすのは、こんなにも気持ちいい！
【日時】10月 13日（金）午後７時～午後９時　
【会場】町文化会館　【対象】高校生以上	
【参加費】無料　【定員】20名（先着順）　
【講師】東野祥子（ひがしのようこ）
奈良県生まれ。10歳でダンスを始め、京都を拠点に振付家、ダンサー
として活躍。2004 年トヨタコレオグラフィーアワードで大賞の「次代を担う振付家賞」を受賞。
【申・問】町文化会館　☎（59）3106

心と身体に響く癒しの音�
クラシック音楽公演「パーカッションパラダイス vol.3」

見て・聞いて・感じる音楽をあなたにお届けします。
【日時】10月 28日（土）開場：午後１時 30分　開演：午後２時
【会場】町文化会館ホール（全席自由席）
【料金】大人 1,000 円、小中高生 500 円（未就学児：無料）
※お得なパスポートチケットもあります！
【出演】野尻小矢佳（のじりさやか）
クラシック打楽器奏者。幼少より国際文化交流を通し、アメリカ、
オーストリアなど国内外で経験を積む。武蔵野音楽大学打楽器専
攻卒業、第 23 回日本打楽器新人グランプリ、第 1回岩城賞、第
11回松方ホール音楽賞など受賞多数。
【問】町文化会館　☎（59）3106

すこやか大学開催の�
お知らせ

　すこやか大学（おおむね 70歳以上の町民が対象）
の第３回学習会を開催します。

「竹細工体験～風車を作ろう～」
講師：梅澤貞夫さん（浜松市天竜区）・若林展行さん（森町）
竹ひごを編んで風車を作ります。身近なものを工夫
して作っていた時代に思いをはせて、竹細工職人を
招き、物つくりを体験します。
　１０月２５日（北部）　文化会館
　１１月		１日（中部）　徳山コミュニティ防災センター
　１１月		８日（南部）　山村開発センター　　　　　　　　　
※開催日のいずれかに参加できます。
【申】社会教育課　☎（58）7080

ここにも、一つの物語。
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小売りいたします　お気軽にどうぞ
町内への配達もいたします

川 根 本 町 上 岸 110 ☎ 0547-59-2155

株式
会社

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店

川 根 本 町 の 人 口 平成 29 年 9 月 1 日現在

世帯数 2,897 世帯（ -5 ） 出生 3 人

総人口 7,118 人 （ -16 ） 死亡 11 人

男　性 3,458 人 （ -9 ） 転入 11 人

女　性 3,660 人 （ -7 ） 転出 19 人
※（　）内は前月比、右欄は今月中の異動  ※外国人の数を含む

いろんなことが一度に聞ける
一日限りの無料相談

静岡県専門事業者団体連絡協議会
　静岡県専門事業者団体連絡協議
会（９団体で構成）では、各構成
団体間の密接な連携により、その
共通する事業を行い、もって地域
社会の発展、並びに公共福祉の増
進に貢献することを目的に、本年
も「くらしの無料合同相談会」を
実施します。
①開催日時：11月18日（土）
　午前10時30分から午後4時まで
②場　　所：静岡商工会議所4階

401・403会議室
　静岡市葵区黒金町20－8
　　　　　	（静岡駅から徒歩3分）
③相談内容：不動産・建築・耐震・税
　金・登記・年金・経営相談・法律手
　続きなど各分野の専門家がお応
　えします。
④申込方法：当日会場で受付
　　　　　　　　　　（予約不要）

【問】東海税理士会静岡県支部連合会
　　　　　　　　　　（担当　望月）
〒420-0853
静岡市葵区追手町10-202

☎054（253）7080
FAX	054（221）0307

自衛官募集
自衛隊藤枝地域事務所

（陸上自衛隊高等工科学校）
自衛隊の技術部門における陸曹を
養成するコ－ス
応募資格：男子で中卒（見込含む）
17歳未満の者（平成30年4月1日
現在）

受付期間
推薦：平成29年11月1日（水）～

平成29年12月1日（金）
一般：平成29年11月1日（水）～

平成30年1月9日（火）
第1次試験
推薦：平成30年1月6日（土）～8日
（月祝）までの間の指定する1日
一般：平成30年1月20日（土）

【問】自衛隊藤枝地域事務所
☎054（643）6391

労使間のトラブルで
お悩みではありませんか？

静岡県労働委員会
　静岡県では、県民生活センター
労働相談窓口で、相談をお受けし
ています。また、相談の内容に
よって、県労働委員会の「あっせ
ん」をご紹介しています。
　あっせんでは、公益代表、労働
者代表、使用者代表の３名のあっ
せん員が、当事者の間にたち、公
正・中立な立場からお互いが合意
できる妥協点を見つけ出し、トラ
ブル解決に向けたお手伝いをして
います。費用は無料で、秘密は厳
守されます。
　労使間のトラブルに関するご相
談や、あっせんの申請につきまし
ては、以下の窓口までお気軽にご
連絡ください。

【問】中部県民生活センター
静岡市駿河区南町14-1

水の森ビル3階
☎054（286）3208
（受付：月～金、午前9時から正
午まで、午後1時から4時まで）
※固定電話からは、フリーアクセス
0120-９-39610もご利用になれます。

JICAボランティア秋募集
「体験談＆説明会」

独立行政法人国際協力機構
　独立行政法人国際協力機構
（JICA）は、開発途上国で現地の
人 と々同じ生活をしながら、ともに
働き、人づくり国づくりに貢献する
ボランティアを募集しています。
　秋募集の期間中、「体験談＆説
明会」を開催します。帰国したＪ
ＩＣＡボランティアから現地の話
を聞いてみませんか？応募に関す
る詳しい情報を得る絶好の機会で
す。参加無料・予約不要ですの
で、お気軽にお越しください。
日時：10月14日（土）
①シニア海外ボランティア（40歳
　～69歳）は午前10時30分から
②青年海外協力隊（20歳～39歳）
　は午後2時から開会
会場：パルシェ7階会議室
　　　　　　　　　（静岡市葵区）
※詳しくはＪＩＣＡウェブサイトをご覧く
ださい。

【問】（公社）青年海外協力協会
　　　　　　　　　　　	中部支部

☎052（459）7229

行政書士無料相談会を実施します
県行政書士会島田支部

　行政書士は、他人の依頼を受
けて、官公署に提出する書類そ
の他権利義務または事実証明に
関する書類の作成を行います。
　また、作成した書類を官公署
へ提出する手続きについて代理
することや行政書士が作成する
ことが出来る契約その他に関す
る書類を代理人として作成する

こと、相談に応じることも行っ
ています。（ただし、他の法律で
制限されている事項は除きます。）
　静岡県行政書士会島田支部
は、下記日程により無料相談所
を開設し、皆さまのご質問にお
答えします。行政書士は、頼り
になる街の法律家です。お気軽
にご利用ください。
日時：11月5日（日）
　　　		午前9時から午後3時まで
場所：川根本町役場本庁駐車場（上
長尾627、町産業文化祭会場）
相談内容：遺言・相続手続き、農地
転用申請など

【問】県行政書士会島田支部
（担当：中澤荘也）

☎（56）1330

平成29年分年末調整等説明会
を開催します

島田税務署
日時：平成29年11月17日（金）
　　	午前10時から正午まで
　　	午後2時から午後4時まで
場所：島田市金谷生きがいセンター
　　　　夢づくり会館　ホール

対象者：源泉徴収義務者（給与等の
支払のある事業者の方）
内容：年末調整の仕方、法定調書の

作成と提出、給与支払報告書の作
成と提出

【問】島田税務署　法人課税第一部門
☎（37）8273（ダイヤルイン）

「快適なカーライフは日頃の点検から」
忘れないで！愛車の点検

中部運輸局静岡運輸支局
　毎月９、10月は国土交通省が
行う「自動車点検整備推進運動」
の強化月間です。
　車の部品は、走行や時間の経過
に伴い、劣化・摩耗しています。
　車の健康はドライバーが自ら
しっかりと守る時代です。乗る前
に車の健康状態をチェックし、少
しでも「調子が悪い」と感じたら
すぐ点検を行ないましょう。大切
な車を安全に走らせるには、日常
点検と定期点検の両方をしっかり
行うことが必要です。
詳しくは
http://www.tenken-seibi.com

【問】中部運輸局静岡運輸支局
☎054（261）7622

福祉の就職＆進学フェア
県社会福祉人材センター

日時：11月8日（水）午後1時から

午後4時まで
会場：「静岡音楽館AOI」7階講堂

（静岡市葵区黒金町1-9）	
内容：
・介護のシゴト復職応援セミナー
・採用担当者との相談会
・福祉系養成校情報コーナー
・各種相談コーナー
参加対象：
・福祉職場に就職（復職）を希望
　する方（一般及び学生）
・福祉系学校に進学を希望する方
※参加費は不要です。直接、会場
にお越しください。
※託児があります。（要予約、定
員あり）
※会場には有料駐車場があります
が、混雑することがありますので
公共交通機関をご利用ください。

【問】静岡県社会福祉人材センター
〒420-0856
静岡市葵区駿府町1-70

☎054（271）2110
FAX	054（272）8831	

今 月 の 納 期
町県民税 第３期分
国民健康保険 第４期分
後期高齢者医療保険料 第３期分 
納期限は 10 月 31 日です。口座振替の人
は 10 月 31 日に引き落とされます。残高
の確認をお願いします。

税務住民課 ☎（56）2223

毎月１回 地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介しています。是非一度聞きに来て下さい。
１．開催日時　平成 29 年 10 月 15 日（第三日曜日）
　　　　　　　１回目　11：00 ～　２回目　13：30 ～
２．開催場所　茶茗舘　３．語り手　西村かつ子・薗田はる・中原すま子

（語り手は都合により変更する場合があります。）
 中川根語り部の会「話楽座」（事務局 / 薗田はる☎（56）0374）

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 2021
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ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。

（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）
島田駅から徒歩１分
☎ 0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、�
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック

ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。

（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）
島田駅から徒歩１分
☎ 0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、�
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック

川根高等学校の「今」を紹介する
学校レポーターズコラム

川
根
高
等
学
校

　
吹
奏
楽
部
前
部
長
３
年　
前ま

え
ざ
わ澤　
愛ま

な
み深

　
私
た
ち
川
根
高
校
吹
奏
楽
部
は
、

８
月
６
日
に
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

中
部
地
区
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
朝
は
緊
張
を
ほ
ぐ
す
た

め
に
、私
た
ち
の
目
標
で
あ
る「
練

習
は
本
番
の
よ
う
に
、
本
番
は
練

習
の
よ
う
に
」
を
全
員
で
叫
び
、

明
る
い
気
持
ち
で
会
場
に
向
か
い

ま
し
た
。
本
番
は
あ
ま
り
緊
張
す

る
こ
と
な
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
演

奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結

果
は
銅
賞
で
し
た
が
、
最
後
ま
で

全
力
で
自
分
た
ち
ら
し
い
演
奏
が

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ず
っ
と
一
緒
に
や
っ
て
き
た

仲
間
と
演
奏
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
は
と
て
も
寂
し
い
で
す
が
、
下

級
生
た
ち
に
は
、
ま
た
新
し
い
音

楽
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

は
み
ん
な
の
成
長
を
見
守
っ
て
い

き
ま
す
。

　

私
は
部
長
に
な
っ
て
１
年
間
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
人

前
に
立
っ
て
話
す
こ
と
に
も
慣
れ
、

集
団
を
ま
と
め
る
難
し
さ
も
知
り

ま
し
た
。
将
来
に
も
役
立
つ
大
事

な
こ
と
を
、
部
長
を
通
し
て
学
べ

た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
卒
業
生
や
下
級
生
、
顧
問

の
先
生
方
な
ど
、
全
て
の
方
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
部
で
の

た
く
さ
ん
の
思
い
出
や
学
ん
だ
こ

と
を
将
来
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
川
根

高
校
吹
奏
楽
部
を
ず
っ
と
応
援
し

て
い
ま
す
。
頑
張
れ
！

　
川
根
高
校
吹
奏
楽
部
は
、
８
月

６
日
に
行
わ
れ
た
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
中
部
地
区
予
選
が
終
わ
り
、

３
年
生
が
引
退
し
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
現
在
１
年
生
８
人
、
２

年
生
５
人
の
計
13
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
私
は
、
自
分
が
新
た
に
部
長
に

な
る
と
い
う
話
を
３
年
生
か
ら
聞

い
て
か
ら
、
不
安
で
悩
む
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
前
に
立
つ
の
も
言

葉
に
す
る
の
も
苦
手
で
す
。
し
か

し
、
部
長
に
推
薦
さ
れ
た
か
ら
に

は
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や

学
校
行
事
、
来
年
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
向
け
て
、
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
私
た
ち
が
常
に
意
識
し

て
い
る
こ
と
は
、
あ
い
さ
つ
や
返

事
の
声
で
す
。
あ
い
さ
つ
や
返
事

の
声
が
小
さ
け
れ
ば
、
楽
器
を
吹

い
て
も
小
さ
い
音
し
か
出
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
声
の
大
き
さ
に
は
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音
楽

面
で
は
基
礎
を
一
か
ら
理
解
す
る

こ
と
や
、
合
唱
を
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
楽
譜
を
歌
え
な
い
の
に
楽

器
で
歌
え
る
わ
け
が
な
い
と
講
師

の
先
生
に
教
わ
り
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
私
た
ち
の
演
奏
を
聴

い
て
く
だ
さ
る
方
々
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
や
、
自
分
た
ち
も
楽

し
む
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
演

奏
を
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
自
身

も
成
長
し
て
い
き
、
部
員
み
ん
な

で
話
し
合
い
、
よ
り
良
い
吹
奏
楽

部
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

川
根
高
等
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吹
奏
楽
部
新
部
長
２
年　
前ま

え
ざ
わ澤　
睦む

つ
み未

戸籍の窓辺 出生・婚姻・おくやみ

お誕生おめでとう
地　区 氏　名 性別 保護者

寺 馬 清
し み ず

水 　 梨
り

桜
お

女 久貴

久 保 尾 山
や ま だ

田 　 真
ま な と

聖 男 真也

田 代 梶
かじやま

山　ももこ 女 藤登

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人
田 代 栗田　すて 106 栗田 彰文

徳 山 柳澤　英夫 85 柳澤 利昭

藤 川 中西　祥郎 89 中西 信義

藤 川 德嶋　淳男 90 德嶋 百合江

青 部 福住　きよ 92 福住 幸宏

藤 川 小西　吉男 87 木原 勝美

瀬 平 原田　とり 95 原田 達朗

水 川 田畑　さよ 94 田畑 節男

■戸籍欄に掲載を希望されない場合は、届
出時に窓口でお伝えください。
■前々月に届け出された出生・婚姻・死亡
の届け出の内、本町に住所があり本町の窓
口（本庁・総合支所）で受け付けた分のみ
掲載しています。
	 税務住民課☎（56）2222

１歳になったばかりのお友達を紹介
生まれてくれてありがとう

酒さ
か

井い

　
渚な

ぎ
さ 

ち
ゃ
ん

父：佑介　母：翼

おっとりやさしくいつも笑顔のな
ぎさちゃん。でも最近はお姉ちゃ
んと物の取り合いで負けてませ
ん！お姉ちゃんの様子を伺いこっ
そり取る事も！すっかり次女が板
についたね。なぎちゃん、おめで
とう！大好きだよ！

Ｈ
28・
９・24　
高
郷

川崎さんが１等５席、産地賞（普通煎茶４㌔）は３位
　第71回全国茶品評会が長崎県大村市で行われ、普通煎
茶４㌔の部で川崎好和さんが１等５席を受賞しました。
　町内出品者の結果は、以下のとおりです。

▶普通煎茶４㌔（上位順に記載）
１等…▷川崎好和
２等…▷相藤園 相藤令治 ▷つちや農園 土屋鉄郎
３等…▷相藤農園 相藤直紀

▶普通煎茶10㌔　44位…丹野園 丹野浩之

▶釜炒り茶　52位…瀬沢製茶共同組合 組合長 瀧尾輝久

【問】農林課・農業振興室　☎（56）2226

第７１回全国茶品評会
審査結果速報

▼「
と
り
あ
え
ず
飲
ん
で
み
て
」と
、受
賞
し
た

ウ
ー
ロ
ン
茶
を
小
平
さ
ん
に
呈
茶
し
て
い
た

だ
い
た
。注
い
だ
茶
器
の
上
に
ひ
と
回
り
大
き

な
茶
器
を
か
ぶ
せ
、く
る
っ
と
ひ
っ
く
り
返

し
、元
の
茶
器
を
手
の
ひ
ら
で
温
め
な
が
ら
器

に
残
っ
た
香
り
を
嗅
ぐ
。そ
の
呈
茶
方
法
も
新

鮮
な
が
ら
、何
よ
り
も
、ミ
ル
ク
の
よ
う
に
濃

厚
で
甘
い
香
り
に
は
思
わ
ず
自
分
の
嗅
覚
を

疑
う
ほ
ど
の
衝
撃
を
受
け
た
。茶
を
五
感
で
味

わ
い
、そ
の
奥
深
さ
を
改
め
て
実
感
。梶
山
雄
紀

▼「
奥
大
井
パ
ド
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」で
は
、Ｓ

Ｕ
Ｐ（
サ
ッ
プ
）と
カ
ヌ
ー
を
初
体
験
。最
初
は

立
つ
こ
と
自
体
怪
し
か
っ
た
が
、慣
れ
て
く
る

に
つ
れ
普
段
と
は
違
う
視
点
か
ら
景
色
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、と
て
も
気
持
ち
良
か
っ

た
。未
経
験
者
で
も
、
き
ち
ん
と
手
ほ
ど
き
を

受
け
れ
ば
手
軽
に
楽
し
め
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
。「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」に
皆
さ
ん
も
挑
戦

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？  

林
三
貴

編
集　
記
幸

TOKIMEKI
SL（Special Love）大作戦

参加者募集中！

町商工会青年部「婚活イベント」
▷日時：10月21日（土）
▷会場：くのわき親水公園キャンプ場
▷対象：男性・女性ともに20～45歳までの
未婚者、各15名（※男性は町内在住者お
よび勤務者に限る）

▷参加費：男性3,000円、女性1,000円
▷申込方法：電話、または申込用紙を「大井
川鐵道ホームページ」からダウンロード
して FAXにて申込

▷申込締切：10月６日（金）
▷申込み先：　
　㈱大鉄アドバンス大鉄観光サービス
　☎（46）3131　FAX（46）2257
【問】町商工会　☎（56）0231

ここにも、一つの物語。
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再
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広
報
か
わ
ね
ほ
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ょ
う
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お
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よ
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ど
お
待
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ま
す
。
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　８月15日、徳山区にて、徳山古典芸能保存会と町内小中学生などにより、
国指定重要無形民俗文化財の「徳山の盆踊」が奉納されました。
　午前中は区内各所で鹿ん舞が披露されたほか、午後には神楽を奉納する
例祭が執り行われました。夕方に徳山コミュニティ防災センターを出発し
た舞い手の一行は、愛宕地蔵堂でヒーヤイを奉納した後、徳山浅間神社へ。
境内では、中心に設けられた舞台で女子小中学生によるヒーヤイと成年男
子による狂言が、その周囲では男子小中学生による鹿ん舞が交互に演じら
れました。あいにくの雨模様でしたが、多くの見物客が訪れ、時に優雅で時
に力強い演目の数々を楽しみました。また、見物客も「露払い」に挑戦したり
飛び入りで鹿ん舞に参加したりと、にぎやかな祭の夜となりました。

か
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